
           第８回バイオフィリア リハビリテーション学会    

    

平成平成平成平成 1111６６６６年年年年 8888 月月月月７７７７日日日日((((土土土土),8),8),8),8 日日日日((((日日日日),9),9),9),9 日日日日((((月月月月))))    ９９９９:00:00:00:00 開場開場開場開場    

場所場所場所場所：（：（：（：（財財財財））））東京都高齢者研究東京都高齢者研究東京都高齢者研究東京都高齢者研究・・・・福祉振興財団福祉振興財団福祉振興財団福祉振興財団    

テーマテーマテーマテーマ 100 才まで健康に生きるために、、、、    

（介護・依存から自立へ） 

 

主催 
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(財)東京都高齢者研究・福祉振興財団 

後援      

  

大会会長大会会長大会会長大会会長    白澤卓二白澤卓二白澤卓二白澤卓二    

東京都老人総合研究所東京都老人総合研究所東京都老人総合研究所東京都老人総合研究所    

分子老化研究分子老化研究分子老化研究分子老化研究グループグループグループグループ研究部長研究部長研究部長研究部長    

 

バイオフィリアバイオフィリアバイオフィリアバイオフィリア    リハビリテーションリハビリテーションリハビリテーションリハビリテーション学会学会学会学会    

第第第第８８８８回大会回大会回大会回大会ごごごご案内案内案内案内    
    

    

東京都 財団法人テクノエイド協会 社団法人全国老人保健施設協会 社団法人日本理学療法士協会 社団法人東京都医師会 日本経済新聞社 社団法人日本作業療法士協会 日本生活支援工学会 日本リハビリテーション工学協会 社団法人東京都理学療法士会 



 





 

 

プログラム  第１日 平成 16年 8 月７日(土) 
9:00～受付 
9:20～9:30  開会式 大会会長挨拶大会会長挨拶大会会長挨拶大会会長挨拶 東京都老人総合研究所分子老化グループ研究部長 白澤卓二  9:30～12:00 基調講演           司会  横浜国立大学教授 高田 一 基調講演Ⅰ基調講演Ⅰ基調講演Ⅰ基調講演Ⅰ 神経・筋肉の老化と高齢期における再生能力   白澤卓二（東京都老人総合研究所分子老化グループ研究部長） 基調講演Ⅱ基調講演Ⅱ基調講演Ⅱ基調講演Ⅱ 脳の老化とシナプスの可塑性   安藤 進（医学博士；東京都老人総合研究所・名誉所員） 基調講演Ⅲ基調講演Ⅲ基調講演Ⅲ基調講演Ⅲ 痴呆がなく苦痛もなく長寿を迎えるために 福井圀彦（湘南の丘 介護老人保健施設長）   基調講演Ⅳ基調講演Ⅳ基調講演Ⅳ基調講演Ⅳ 介護予防とリハビリテーション   滝沢恭子（湘南健友会湘南の丘、リハビリエイド有限会社）  12:20～13:20 昼食・総会 会長挨拶会長挨拶会長挨拶会長挨拶   木村哲彦（国際福祉大学教授・日本医科大学客員）        ご挨拶ご挨拶ご挨拶ご挨拶                    村尾俊明（財団法人テクノエイド協会常務理事）  14:00～16:45  公開市民講座 司会  慶応義塾大学病院リハビリテーション科 遠藤敏 講演Ⅰ    小野栄一（独立行政法人産業技術総合研究所知能システム研究部 タスク・インテリジェンス研究グループ主任研究員） テーマ   ：「ロボット技術をリハビリに活かす」 講演Ⅱ    川合秀治（社団法人全国老人保健施設協会常務理事・学術委員会委員長）  テーマ   ：「老人保健施設はどうなる」 休憩 講演Ⅲ    木村哲彦（国際福祉大学教授） テーマ   ：「希望に満ちた長寿社会へのアプローチ」 文部科学省科学研究発表講演：牛澤賢二（産能大学経営情報学部教授）（平成 14・15年度） テーマ   ：「高齢者及び軽度痴呆高齢者の消費者教育の実際と将来像調査研究」 

 14:00～15:15  一般演題Ⅰ   座長  東京都立駒込病院整形外科 仙波浩幸 1. モダンスポーツからコンテンポラリースポーツへ－とくに医療福祉分野における 大学体育の教育課程について（第Ⅲ報）  新潟医療福祉大学教授 高橋一榮 



 

2. 省エネ式ベッド離床検知装置とセンサーマットの配置とデザインに関する研究 小林明夫（株式会社アートデータ＆早稲田大学院 国際情報通信研究科）、他 3. 特別養護老人ホ－ムの取り組み（パート 2）～行事食を通しての食事作り～ 大井 桂子（特別養護老人ホーム ひかり苑）、他  4. 「昭島市食の自立支援事業」の取り組み ～食の現況調査を踏まえたサポートシステムの構築～ 佐藤悦子（社福・同胞互助会昭島市高齢者在宅サービスセンター愛全園）、他 5. 当院における中高年者のための水中運動プログラム  向仁（医療法人社団 研医会 高岡駅南クリニック）  15:30～16:45  一般演題Ⅱ   座長  東京電機大学工学部 山下和彦 6. 摩擦制御機構を備えた歩行器の開発 小松祐輔（横浜国立大学大学院）、他 7. 歩行訓練効果測定システムの開発   木村昭彦（横浜国立大学大学院）、他 8. リハビリテーションによる回復度評価データの標準化の為のデータベース構築と分析 滝沢茂男（慶應義塾大学 SFC研究所・バイオフィリア研究所）、他 9. タキザワ式機器を使用してのデイでの機能訓練 小島幸恵（社会福祉法人恵友会 今津地域在宅サービスステーション施設長） 10. 下肢創動運動時の心電図計測  野本洋平（東京電機大学大学院）、他  17:00～  閉会式 実行委員長挨拶実行委員長挨拶実行委員長挨拶実行委員長挨拶 滝沢茂男（バイオフィリア研究所） 17:30～   交流会（予定）  大会会場大会会場大会会場大会会場    所：飯田橋セントラルプラザ 15 階 (財)東京都高齢者研究・福祉振興財団多目的室  大会参加費大会参加費大会参加費大会参加費  大会会場受付でお支払い願います（公開市民講座は無料です） 会員 3,000 円  一般 5,000 円  学生無料（予稿・論文集代金 1,000 円） ○ 会場近辺には食事箇所が多くいろいろなお食事が楽しめます・  交流会交流会交流会交流会            参加申込み当日【8月 7日(土) 大会会場受付でお支払い】     東京大会事務局・問い合わせ東京大会事務局・問い合わせ東京大会事務局・問い合わせ東京大会事務局・問い合わせ        〒251-08741 神奈川県藤沢市善行 7-5-4 バイオフィリアリハビリテーション学会内 学会事務局（バイオフィリア研究所内研究会担当：青木信夫） TEL：0466-81-0204  FAX：0466-81-8815   aoki@civilnet.org ： http://www.biophilia.info/tokyo/     



 

 

申込み締切日申込み締切日申込み締切日申込み締切日       ２００４年７月３０日 
*公開市民講座参加希望者もお申込ください。当日参加も可能ですが満員の場合おことわりすることがあります。研修会は満員になり次第締め切ります。 参加等の申込みに関する問い合わせは大会事務局へ。 国際学会は 2004年 9月 16・17・18日にフィリピン・マニラで実施致しますので、今回通訳（手話通訳含む）はありません。マニラにおける第３回国際大会（学会）に参加ご希望の方は学会事務局へお問い合わせください。 
 宿泊宿泊宿泊宿泊    宿泊が必要な方は学会事務局へお問い合わせください  第２日（研修会） 平成 16年 8 月 8日(日)  講義:午前 9：30～12：00 午後 1：15～5：00  研修会会場研修会会場研修会会場研修会会場    実地研修・特別養護老人ホームにおけるリハビリテーションの実際 所：特別養護老人ホームアザリア（神奈川県茅ヶ崎市） 慶應義塾大学環境情報学部（神奈川県藤沢市） 第３日（研修会） 平成 16 年 8月 9日(月)    午前 9：30～12：00  実地研修・老健施設におけるリハビリテーションの実際 午後 3：00～4：40  講習証授与・閉講式 所：介護老人保健施設湘南の丘（神奈川県茅ヶ崎市）  研修会参研修会参研修会参研修会参加費加費加費加費  事前受付け 一般 35,000円 （含まれるもの： 2 日分の昼食費・教科書代・受講料・湘南台駅から研修会場までの移動経費） 研修会時間割研修会時間割研修会時間割研修会時間割    ８月 8 日（日） 第 2 日：題 担当者 月 9 日（月） 第 3 日：題 担当者 9：00 宿舎出発  9：30 宿舎出発  9:30～10:15 効果に関する研究のこれまで・これからの研究 滝沢茂男 10：00～11：30 介護老人保健施設における訓練の実際 滝 沢恭子 10:30～12:00 タキザワプログラム概説 牧田光代 昼食   昼食   13:00～14:30 評価について・機能評価表と日常生活行為評価 森田能子 14：00～15:00 特別養護老人ホームにおける訓練の実際 滝沢恭子 15:00～16:40 講習証授与・閉講式 木村哲彦 15:15～16：15 ロールプレーイングによる実践 石丸知二･和田里佳    

 参加申込みについて、（ＨＰページ、電子メール又は葉書・参加申込みについて、（ＨＰページ、電子メール又は葉書・参加申込みについて、（ＨＰページ、電子メール又は葉書・参加申込みについて、（ＨＰページ、電子メール又は葉書・FAXFAXFAXFAXによる申込み。）による申込み。）による申込み。）による申込み。）    表題に参加申込と記入し、氏名、勤務先、勤務先・連絡先住所、電話番号、参加希望講座を、葉書に記入の上郵送するか又は FAXで申し込んでください。様式は問いません。（FAX：0766-81-8815） 電子メールでも、上記を記載し、お申込いただけます｡（宛先 aoki@civilnet.org） 
www.biophilia.info/tokyo には申し込みページを用意してあります｡ 


